
南

方
（
ビ

ル

マ
）
　 

栄
光
の
戦
　 
福
岡
県
　
中
村
康
夫
　 

ま
え
が
き

昭
和
十
二
年
九
月
十
四
日
、
充
員
召
集
に
よ
り
輜
重
兵
第
十

二
連
隊
に
編
入
さ
れ
、
十
一
月
八
日
門
司
港
出
帆
、
戦
友
と
共

に
中
支
そ
し
て
南
支
に
と
行
動
を
し
て
き
た
。
し
か
し
広
東
に

入
城
す
る
や
間
も
な
く
昭
和
十
四
年
一
月
二
十
四
日
広
東
第
二

野
戦
病
院
に
入
院
、
三
月
三
十
日
に
は
現
地
を
出
発
し
内
地
に

帰
っ
た
の
で
戦
地
と
し
て
は
一
年
四
カ
月
の
短
い
期
間
で
あ

る
。そ
の
間
の
西
湖
会
の
思
い
出
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど

も
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
に
て
戦
友
に
お
願
い
す
る

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
幸
い
労
苦
体
験
記
は
軍
隊
時
代
の
こ
と
、

現
在
の
こ
と
、
将
来
の
こ
と
等
、
何
で
も
結
構
と
い
わ
れ
て
お

り
、
私
は
大
東
亜
戦
争
の
経
験
が
長
く
、
し
か
も
そ
の
思
い
出

も
多
い
の
で
こ
れ
ら
を
中
心
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
召
集
及
び
復
員

久
留
米
陸
軍
病
院
を
退
院
後
一
年
四
カ
月
を
経
過
し
二
回
目

の
召
集
を
受
け
た
の
が
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
六
日
、
久
留
米

歩
兵
第
一
四
八
連
隊
で
、

第
三
大
隊
本
部
付
弾
薬
班
で
あ
っ
た
。

翌
昭
和
十
七
年
二
月
十
一
日
門
司
港
を
出
帆
し
、
三
月
三
日

ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
上
陸
、
そ
の
後
ビ
ル
マ
ル
ー
ト
（
■

緬
公
路
）
を
北
上
し
て
中
国
雲
南
省
に
入
り
、
ワ
ン
チ
ン
、
芒

市
、
龍
陵
、
拉
孟
、
騰
越
を
通
過
し
、
最
前
線
の
高
黎
貢
山
系

の
瓦
甸
橋
頭
、
冷
水
溝
、
橋
頭
街
等
の
激
戦
地
区
な
ど
が
長
期



間
を
占
め
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
三
日
浦
賀
港
に
上
陸
復
員

と
な
っ
た
。
二
、
行
政
班
の
編
成

最
前
線
に
お
い
て
部
隊
は
怒
江
の
防
戦
の
た
め
冷
水
溝
正
面

の
各
要
衡
を
確
保
し
、
主
要
陣
地
を
死
守
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

長
期
的
物
資
確
保
の
た
め
に
農
業
技
術
指
導
の
経
験
者
を
も
っ

て
行
政
班
が
編
成
さ
れ
、
児
玉
中
尉
を
班
長
に
班
員
八
六
名
が

現
地
人
の
農
作
物
の
管
理
指
導
及
び
生
産
物
の
確
保
に
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
県
庁
勤
務
の
職
歴
が
あ
っ
た
の
で
台
湾

出
身
の
張
通
訳
と
共
に
毎
日
の
よ
う
に
山
間
地
に
避
難
し
て
い

る
住
民
に
部
落
に
帰
る
よ
う
に
説
得
に
廻
っ
た
。
敵
の
偵
察
に

数
回
遭
遇
し
た
が
、
張
通
訳
の
面
接
と
住
民
の
信
頼
に
よ
り
難

を
の
が
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
農
民
は
安
心
し
て
農
業
に
従
事
す
る
と
共

に
、
行
政
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
反
面
行

政
班
の
あ
る
橋
頭
街
を
中
心
に
主
要
道
路
三
個
所
に
陣
地
を
つ

く
り
、
敵
の
後
方
攪
乱
、
襲
撃
に
そ
な
え
警
戒
に
あ
た
る
。

三
、
班
員
・
敵
大
集
団
に
包
囲
孤
立

昭
和
十
九
年
五
月
十
一
日
夜
、
中
国
軍
は
急
流
怒
江
を
米
軍

の
指
導
を
う
け
つ
つ
渡
河
し
た
。
そ
の
た
め
前
線
及
び
後
方
ビ

ル
マ
ル
ー
ト
の
南
北
か
ら
進
撃
し
、
北
方
で
は
騰
越
を
、
南
方

で
は
平
憂
、
拉
孟
に
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
進
撃
し
て
友
軍
陣
地

も
各
地
に
激
戦
苦
闘
が
つ
づ
き
、
第
一
四
八
連
隊
も
前
線
よ
り

後
方
に
増
援
に
出
発
、
わ
が
行
政
班
は
そ
の
ま
ま
橋
頭
街
を
守

備
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
日
よ
り
友
軍
に
は
悪
戦
苦
闘
の
日
々

が
続
い
た
。

住
民
は
翌
日
か
ら
毎
日
避
難
し
始
め
た
の
で
、

児
玉
中
尉（
班

長
）
と
打
ち
合
わ
せ
て
張
通
訳
を
尋
ね
情
報
を
さ
ぐ
っ
た
。

一
〇
キ
ロ
程
山
奥
の
部
落
に
着
い
た
時
、
顔
見
知
り
の
住
民

か
ら
、
「
明
朝
は
橋
頭
街
部
落
を
大
集
団
軍
で
攻
撃
す
る
か
ら
、
住

民
は
即
刻
避
難
す
る
よ
う
密
偵
よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
シ
ー
サ
ン
（
先
生
）
も
早
く
帰
ら
な
い
と
危
険
で
す
」

と
注
意
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
敵
の
デ
マ
だ
か
ら
心
配
し
な
く
て

農
業
に
励
む
よ
う
奨
め
、
時
刻
も
午
後
六
時
頃
と
な
り
、
日
も

暮
れ
か
か
っ
た
の
で
、
急
ぎ
班
に
帰
り
そ
の
旨
報
告
し
た
。

不
寝
番
に
は
特
に
警
戒
を
厳
重
に
す
る
よ
う
に
伝
え
て
、
午

後
十
時
頃
に
つ
い
た
が
、
一
時
間
も
過
ぎ
な
い
う
ち
、
不
寝
番



よ
り
連
絡
が
あ
り
児
玉
中
尉
と
共
に
状
況
を
聞
い
て
い
る
と
、

六
キ
ロ
程
離
れ
た
部
落
で
犬
が
盛
ん
に
吠
え
、
そ
し
て
裏
山
の

山
道
を
火
の
つ
い
た
タ
イ
マ
ツ
を
も
っ
た
人
影
が
部
落
に
近
づ

い
て
く
る
の
が
見
え
た
。

約
三
十
分
続
き
、
犬
の
遠
吠
え
も
止
み
、
静
か
に
な
っ
た
。

そ
の
部
落
は
直
線
に
し
て
三
キ
ロ
で
宿
舎
と
の
中
間
に
幅
二
〇

メ
ー
ト
ル
、
水
深
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
川
が
流
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
三
キ
ロ
上
流
に
部
落
へ
通
ず
る
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
長
さ
二

〇
メ
ー
ト
ル
の
架
橋
が
あ
る
の
で
、
班
長
と
相
談
し
当
番
と
二

人
で
敵
状
偵
察
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

護
身
用
に
ピ
ス
ト
ル
の
み
携
行
し
夜
十
二
時
頃
出
発
。
第
一

の
難
所
は
吊
橋
で
橋
の
入
口
に
歩
■
を
立
て
て
い
る
の
か
、
出

口
か
い
ず
れ
か
に
立
■
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
、
厳
重

に
周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
入
口
付
近
ま
で
進
ん
だ
が
敵
は
い
な

い
。
続
い
て
橋
が
板
張
り
の
た
め
足
音
に
注
意
し
て
ほ
と
ん
ど

渡
り
終
わ
る
頃
出
口
の
状
況
を
監
視
す
る
と
、
歩
■
一
人
が
石

に
か
け
な
が
ら
寝
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
番
兵
に
周
囲
を
警

戒
さ
せ
一
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
ピ
ス
ト
ル
を
顔
に
あ

て
手
で
口
を
閉
じ
た
と
こ
ろ
何
の
抵
抗
も
な
く
意
の
ま
ま
に
な

っ
た
の
で
、
早
速
班
に
連
行
し
て
調
べ
た
。

と
こ
ろ
が
予
想
通
り
早
朝
に
は
五
万
の
大
集
団
軍
が
陣
地
を

攻
撃
す
る
と
の
こ
と
。
調
べ
が
終
わ
っ
た
頃
に
三
個
所
の
陣
地

に
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
銃
声
、
突
撃
ラ
ッ
パ
十
五
分
位
で
静
か

に
な
っ
た
陣
地
の
戦
友
は
皆
玉
砕
で
あ
る
。
多
勢
に
無
勢
、
実

に
残
念
至
極
で
、
た
だ
玉
砕
し
た
戦
友
の
冥
福
を
祈
る
の
み
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
行
政
班
員
の
死
守
で
あ
り
、
児
玉
中
尉
は
残
る

兵
力
一
八
名
に
次
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。

一
、
警
戒
を
厳
重
に
す
る
こ
と

二
、
一
発
必
殺
、
必
ず
接
近
す
る
ま
で
待
つ
こ
と

三
、
手
榴
弾
一
個
は
必
ず
玉
砕
寸
前
ま
で
持
つ
こ
と

三
陣
地
の
戦
友
が
玉
砕
後
の
こ
と
、

残
っ
た
戦
友
一
八
名
は
、

よ
し
玉
砕
す
る
ま
で
頑
張
る
ぞ
と
固
い
握
手
を
し
な
が
ら
宿
舎

の
周
囲
の
警
戒
に
あ
た
っ
た
。
翌
日
か
ら
は
迫
撃
砲
弾
が
大
地

を
ゆ
る
が
す
よ
う
に
落
下
す
る
の
で
、
防
空
壕
を
一
層
強
固
に

し
、
そ
の
中
に
負
傷
兵
を
寝
か
せ
、
監
視
員
は
昼
五
名
、
夜
五

名
を
宿
舎
の
周
囲
に
立
た
せ
壕
を
強
化
し
な
が
ら
警
戒
に
当
た

る
。



炊
事
は
普
通
の
白
米
は
な
く
■
の
ま
ま
で
、
負
傷
兵
も
含
め

て
監
視
員
以
外
は
全
員
各
自
の
鉄
カ
ブ
ト
の
中
に
■
を
入
れ
、

丸
棒
を
使
っ
て
殻
を
と
り
除
き
、
黒
米
を
集
め
て
壕
内
で
炊
き

始
め
た
。

と
こ
ろ
が
煙
が
出
る
の
で
こ
れ
が
目
標
と
な
り
迫
撃
砲
弾
が

飛
来
し
、
壕
の
一
部
は
振
動
に
よ
り
破
れ
、
遂
に
炊
く
こ
と
を

断
念
し
て
黒
米
の
ま
ま
お
互
い
に
食
し
た
。

幸
い
に
し
て
前
回
の
白
兵
戦
で
敵
は
大
き
な
損
害
を
う
け
た

た
め
か
、
五
日
間
は
迫
撃
砲
弾
を
午
前
中
に
約
五
〇
発
、
午
後

に
も
ほ
と
ん
ど
同
程
度
打
ち
込
ん
で
き
た
。
迫
撃
砲
弾
は
壕
を

掘
り
そ
の
上
に
厚
板
を
二
枚
ほ
ど
重
ね
た
屋
根
を
築
け
ば
板
に

直
撃
う
け
て
も
ほ
と
ん
ど
負
傷
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
陣
地

攻
撃
の
場
合
に
一
番
お
そ
ろ
し
い
の
は
飛
行
機
と
迫
撃
砲
で
あ

っ
た
。
敵
の
攻
撃
は
毎
日
続
き
、

弾
薬
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

児
玉
中
尉
は
負
傷
者
を
含
む
一
六
名
全
員
を
集
合
さ
せ
、
次
期

敵
襲
の
時
は
こ
れ
が
最
後
だ
。
手
榴
弾
一
個
は
自
決
用
に
各
自

所
持
す
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後
ま
で
戦
い
無
駄
死
は
絶
対
に
せ

ぬ
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
、
各
自
肝
に
銘
じ
て
覚
悟
を
新
た
に
し

た
。敵
の
攻
撃
は
毎
日
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
が
、
わ
が
方
は
陣
地

構
築
を
堅
固
に
し
、
勇
猛
沈
着
に
応
戦
す
る
の
で
、
い
か
な
る

敵
大
集
団
軍
に
も
橋
頭
街
は
奪
還
さ
れ
ず
、
三
十
二
日
間
の
部

隊
帰
還
ま
で
守
備
し
つ
づ
け
た
。

四
、
わ
が
部
隊
の
帰
還

敵
集
団
に
包
囲
さ
れ
全
滅
せ
ん
と
す
る
部
隊
を
救
出
し
、
三

十
二
日
目
に
敵
を
撃
退
し
つ
つ
橋
頭
街
に
帰
っ
た
。

そ
の
日
、
真
昼
に
堂
々
と
宿
舎
に
接
近
す
る
農
民
が
い
た
。

近
距
離
ま
で
引
き
寄
せ
誰
か
と
呼
べ
ば
、
今
里
と
返
事
し
た
。

双
方
と
も
驚
い
た
。
今
里
曹
長
は
、
農
民
に
変
身
し
、
橋
頭
街

に
現
状
調
査
に
先
遣
さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
敵
集
団
軍
本

部
が
あ
る
だ
ろ
う
橋
頭
街
は
全
滅
と
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
、

本
部
に
こ
れ
を
早
く
連
絡
し
な
け
れ
ば
、
友
軍
か
ら
攻
撃
さ
れ

る
と
言
っ
て
、
双
方
無
事
を
喜
び
あ
い
な
が
ら
も
即
刻
連
絡
に

帰
っ
た
。

夕
刻
に
は
部
隊
が
到
着
す
る
だ
ろ
う
と
、
迫
撃
砲
弾
も
何
の

そ
の
、
付
近
の
大
樹
に
よ
じ
の
ぼ
り
、
日
章
旗
当
番
と
二
人
で

敵
状
偵
察
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。



護
身
用
に
ピ
ス
ト
ル
の
み
携
行
し
、
夜
十
二
時
頃
出
発
。
第

一
の
難
所
は
吊
橋
で
、
橋
の
入
口
と
出
口
の
い
ず
れ
か
に
立
■

し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
入
口
付

近
ま
で
進
ん
だ
が
敵
は
い
な
い
。
さ
ら
に
橋
が
板
張
り
の
た
め

足
音
に
注
意
し
て
渡
り
終
わ
る
出
口
で
は
歩
■
一
人
が
石
に
か

け
な
が
ら
寝
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
番
兵
に
周
囲
を
警
戒
さ

せ
一
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

日
章
旗
を
高
々
と
掲
げ
た
。

夕
刻
に
は
部
隊
が
到
着
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
友
軍
の
迫
撃
砲
弾
、

重
機
関
銃
の
銃
声
が
、
徐
々
に
近
く
な
り
、
同
じ
に
橋
頭
街
を

包
囲
し
た
敵
大
集
団
軍
も
怒
涛
の
ご
と
く
多
く
の
将
兵
が
兵
器

を
放
棄
し
、
わ
れ
先
に
と
敗
走
し
た
。
こ
の
勇
猛
果
敢
な
奪
還

作
戦
に
よ
っ
て
、
わ
が
行
政
班
も
無
事
救
出
さ
れ
た
。

ビ
ル
マ
派
遣
軍
龍
兵
団
（
第
五
十
六
師
団
（
六
七
〇
三
）
一

四
八
連
隊
（
歩
兵
）
　
（
六
七
三
六
）
第
三
大
隊
　
中
村
康
夫

五
、
龍
部
隊
慰
霊
祭
の
実
施

終
戦
後
ビ
ル
マ
派
遣
軍
の
帰
還
者
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
旧

八
女
郡
（
八
女
市
・
筑
後
市
を
含
む
）
に
お
い
て
「
八
女
雲
龍

会
」
を
組
織
し
、
第
一
四
八
連
隊
長
以
下
騰
越
守
備
隊
員
の
玉

砕
日
の
九
月
十
四
日
前
後
の
日
曜
日
に
、
戦
友
約
一
〇
〇
名
の

御
遺
族
を
案
内
し
、
毎
年
か
か
さ
ず
慰
霊
祭
を
行
い
、
亡
き
戦

友
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
加
え
て
お
互
い
の
健
康
を
祝
し
あ

っ
て
い
る
。
【
解

説
】

「
栄
光
」
と
は
第
五
十
六
師
団
（
龍
）
が
雲
南
へ
進
出
、
■

緬
公
路
を
圧
え
、
昭
和
十
九
年
以
降
は
米
支
連
合
、
雲
南
遠
征

軍
と
寡
兵
克
く
戦
い
、
多
く
の
守
備
隊
を
玉
砕
さ
せ
つ
つ
も
昭

和
二
十
年
五
、
六
月
■
最
後
の
殿
軍
と
し
要
衡
を
確
保
し
戦
っ

た
師
団
の
誇
る
べ
き
「
栄
光
」
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
十
六
師
団
の
怒
西
（
サ
ル
ウ
ィ
ン
河
）
地
区
防
衛
の
た

め
の
基
本
兵
力
配
置
は
水
上
歩
兵
団
長
指
揮
の
歩
兵
第
一
四
八

連
隊
基
幹
の
部
隊
を
騰
越
方
面
に
、
歩
兵
第
一
一
三
連
隊
基
幹

を
拉
孟
、
龍
陵
、
芒
市
を
含
む
■
緬
公
路
に
沿
う
一
帯
の
地
区

に
、
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
の
一
個
大
隊
を
平
戞
に
夫
々
配
置
す

る
と
共
に
、
師
団
長
の
反
撃
機
動
予
備
兵
力
と
し
歩
兵
第
一
一

六
連
隊
主
力
基
幹
を
蜿
丁
付
近
に
配
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
昭
和
十
九
年
五
月
中
旬
、
雲
南
遠
征
軍
が
反
攻
開
始

し
た
時
の
兵
力
は
配
属
部
隊
を
含
み
歩
兵
六
大
隊
（
二
個
連
隊



半
）
基
幹
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
欠
部
隊
は
、
１
．
第
十
八
師
団

に
増
援
し
た
兵
力
　
２
．
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
守
備
隊
増
援
兵
力
　

３
．
バ
ー
モ
公
路
の
警
備
に
充
当
し
た
兵
力
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
五
月
現
在
の
第
五
十
六
師
団
の
編
組
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

第
五
十
六
師
団
司
令
部
、
歩
兵
団
司
令
部
、
歩
兵
第
一
一
三
、

一
四
六
、
一
四
八
連
隊
、
捜
索
、
野
砲
兵
、
工
兵
、
輜
重
兵

の
各
第
五
十
六
連
隊
、
第
五
十
六
師
団
通
信
隊
、
兵
器
勤
務

隊
、
衛
生
隊
、
第
一
、
二
、
四
野
戦
病
院
、
病
馬
■
、
防
疫

給
水
部
で
あ
る
が
、
多
数
の
兵
力
を
フ
ー
コ
ン
、
ミ
ー
ト
キ
ー

ナ
方
面
に
転
用
さ
れ
た
師
団
は
、
雲
南
遠
征
軍
の
反
攻
時
、
主

と
し
て
怒
江
西
岸
要
置
に
分
散
配
置
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。更
に
イ
ラ
ワ
ジ
河
沿
い
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
、
バ
ー
モ
に
も
兵

力
を
配
備
し
、
師
団
司
令
部
と
一
個
大
隊
を
芒
市
に
、
二
個
大

隊
を
龍
陵
、
歩
兵
一
四
八
連
隊
（
一
大
欠
、
山
砲
二
中
属
）
は

一
部
を
も
っ
て
橋
頭
街
東
方
地
区
の
渡
河
点
を
、
ま
た
主
力
を

も
っ
て
大
塘
子
北
東
地
区
の
各
渡
河
点
を
制
扼
し
、
ま
ず
敵
の

半
渡
に
乗
じ
て
攻
撃
し
、
次
い
で
高
黎
貢
山
系
の
要
衝
を
占
領

し
て
敵
を
阻
止
す
る
。

歩
兵
第
一
一
三
連
隊
（
二
大
欠
）
は
拉
孟
北
方
地
区
の
主
要

渡
河
点
を
制
扼
し
、
ま
ず
敵
の
半
渡
に
乗
じ
、
次
い
で
高
黎
貢

山
系
の
要
衝
に
拠
っ
て
敵
の
進
撃
を
阻
止
す
。
拉
孟
守
備
隊
は

既
設
陣
地
を
占
領
し
て
■
緬
（
雲
南
ビ
ル
マ
）
公
路
を
■
断
す
。

平
戞
守
備
隊
は
平
戞
付
近
の
既
設
陣
地
を
占
領
し
て
敵
の
芒

市
方
面
に
向
か
う
前
進
を
阻
止
す
る
。
ク
ン
ロ
ン
（
怒
江
下
流
）

守
備
隊
（
捜
索
連
隊
主
力
）
は
付
近
を
占
領
し
て
敵
の
セ
ン
ウ

イ
（
ラ
オ
シ
北
々
東
三
〇
キ
ロ
）
方
面
に
向
か
う
前
進
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
の
有
力
な
兵
力
で
出
撃
し
て
当

面
の
敵
を
牽
制
抑
留
す
る
。

拉
孟
北
方
新
成
付
近
の
配
備
に
つ
い
た
歩
兵
第
一
一
三
連
隊

第
二
大
隊
は
新
た
に
師
団
直
轄
と
な
り
、
龍
陵
付
近
に
転
進
し

て
同
地
に
兵
力
を
集
結
す
る
。
師
団
予
備
隊
た
る
歩
兵
第
一
一

三
連
隊
第
三
大
隊
は
芒
市
付
近
の
要
点
を
占
領
し
、
そ
の
他
の

後
方
諸
部
隊
は
軍
需
品
集
積
所
の
警
戒
に
任
ず
る
。

怒
江
上
流
配
備
地
区
か
ら
下
流
ク
ン
ロ
ン
ま
で
の
延
長
は
約

三
五
〇
キ
ロ
で
あ
り
、
遠
征
軍
の
兵
力
は
、
第
一
一
集
団
軍
か

ら
三
個
団
（
連
隊
）
の
増
強
を
受
け
た
第
二
〇
集
団
軍
で
あ
り
、



第
一
次
反
攻
は
大
塘
子
方
面
第
二
二
師
団
基
幹
、
冷
水
溝
方
面

二
個
師
団
基
幹
で
あ
り
、
一
一
集
団
軍
の
二
個
師
団
は
平
戞
に

侵
入
企
画
、
ク
ン
ロ
ン
正
面
に
新
編
第
三
三
師
団
が
陣
地
前
面

に
進
出
し
て
来
た
。

よ
っ
て
、
第
五
十
六
師
団
は
先
ず
第
二
十
集
団
軍
を
各
個
に

撃
破
す
べ
く
果
敢
な
攻
撃
を
開
始
し
（
五
月
十
二
日
以
降
）

、

反
攻
軍
を
撃
退
し
た
。
第
二
次
反
攻
は
六
月
一
日
一
斉
に
怒
江

を
渡
河
、
主
攻
勢
を
■
緬
公
路
東
側
地
区
に
指
向
し
て
反
攻
開

始
で
あ
る
。

龍
陵
守
備
隊
に
対
し
敵
は
二
個
師
団
を
指
向
し
、
第
一
次
は

六
月
五
日
で
守
備
隊
は
苦
闘
し
た
が
、
師
団
は
松
井
部
隊
を
も

っ
て
龍
陵
北
方
地
区
の
敵
を
攻
撃
し
こ
れ
を
解
囲
さ
せ
た
。
更

に
拉
孟
・
平
戞
・
上
街
守
備
隊
も
夫
々
悪
戦
苦
闘
し
た
。

七
月
二
日
夜
半
、
南
方
軍
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
中
止
を
方
面

軍
に
命
令
、
フ
ー
コ
ン
方
面
の
第
十
八
師
団
は
八
力
月
に
亘
る

苦
闘
の
末
、
七
月
上
旬
、
第
五
十
三
師
団
（
安
）
主
力
に
収
容

さ
れ
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
成
功
を
待
ち
望
ん
だ
第
五
十
六

師
団
も
遂
に
力
尽
き
、
拉
孟
、
騰
越
、
平
戞
の
各
守
備
隊
を
孤

立
さ
せ
た
ま
ま
龍
陵
付
近
の
戦
線
を
縮
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

ま
た
、
フ
ー
コ
ン
方
面
に
派
遣
し
た
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
主

力
は
ま
だ
師
団
に
復
帰
し
て
い
な
い
。
こ
の
状
態
で
推
移
す
れ

ば
敵
中
に
孤
立
し
た
各
守
備
隊
は
玉
砕
の
止
む
な
き
に
至
る
窮

状
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
カ
月
間
の
反
攻
反
撃
作
戦
に
参
加
し
た
第
五
十
六
師

団
隷
下
、
指
揮
下
部
隊
の
総
人
員
は
約
一
万
一
、
〇
〇
〇
名
で
、

そ
の
損
害
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

戦
死
一
、
七
一
九
、
戦
傷
死
不
詳
、
戦
病
死
約
二
、
〇
〇
〇
、

戦
傷
一
、
二
五
七
、
戦
病
約
四
、
五
〇
〇

こ
れ
に
よ
れ
ば
師
団
の
健
康
者
は
約
三
、

〇
〇
〇
名
に
過
ぎ
ず
、

兵
員
の
七
〇
％
が
損
耗
、
損
傷
し
た
こ
と
に
な
る
。
師
団
は
そ

の
後
約
一
ヵ
年
、
戦
闘
と
撤
退
を
続
け
、
傷
だ
ら
け
の
「
栄
光

あ
る
戦
」
で
あ
っ
た
。




